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　今日までの長い歴史の中で、先祖の方々が苦労を重ね、あせを流

しながら、子孫の繁栄を願って、今日の郷土をきずいてこられまし

た。

今、わが国全体が、国際化の中で大きく変わろうとしております

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆた　わたしたちの住んでいる福栄村は、緑豊かで、人の心のあたたか

　　　　　　　　　　　さち　　　　　さちい、そして山の幸・田の幸が多い農村です。

「わたしたちのふるさと　ふくえ」によせて

福栄村長

通信を便利にすることなど、都会と同じ生活ができるようにしよう

としています。

　このように、「人や自然にやさしく」のキャッチフレーズのもと。

人々が生き生きとくらせる村づくりにはげんでいます。

この村に生まれ、この村で成長していくみなさんは、郷土の事を

　　　　　　　　　　　　　　　　　さんぎょう　それは、農業をはじめとする産業のしんこうをはかって、人々の

働く場を作ること、道路や上下水道あるいは住宅を建設し生活環

境をよくすること、ヒカリケーブル網をはりめぐらし、じようほう

が、わたしたちの村も、大きな社会の変化におくれをとらないよう

　　　　　　　　　　　　　せいぴに、いろいろな整備を進めております。



がら、さらに豊かで住みよい村づくりのために努力をしなければな

　わたしたちのふるさと福栄村は、わたしたちの祖先が、遠いむか

しから苦心して、守り、育て、きずきあげてこられた村です。

　この福栄村に住んでいるわたしたちは、歴史と自然を大切にしな

「わたしたちのふるさと　ふくえ」を利用する

みなさんへ

　　　　　　　　　　　　　　福栄村教育委員会教育長

りません。

　そのためには、福栄村の土地のようす、人々の仕事やくらしのよ

うす、住みよい村にしていくための努力や願い、そして、今の福栄

村をつくりあげてきた人々のようすなどについて、しっかり学習す

ることが大切です。

　このたび、村内の先生方のご努力によって「わたしたちのふるさ

と　ふくえ」が新しく書きあらためられました。

つ人に育ってくれることを願っています。

で学習できるように工夫してあります。これを使って郷土のことを

よく知り、ふるさと福栄村を愛し、福栄村のいっそうの発展に役立

この本は、カラー写真や図表など多くとり入れ、みんなが親しん
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プルーフ名 活動函６
福栄村はぃ＜同こう会 はいく

詩ぎん　　　　　　Ｉかじぷうりゅう緊椙向こう会

日革詩ぎん学いん荻学風会 詩ぎん

かん世会

かじぷう会福井しぷ

よう曲・仕まい

ぶよう

みやび会 ぶよう

紫福花の会 いけ花

福井いけ花教室 いけ花
生野いけ花クループ いけ花

東宗ひまわり会 いけ花

ちぐさ会 いけ花

むつみ会 いけ花

じゅ福会 いけ花

書道クラブ 書道

書道教室 書道

福井書道プルーフ 腐道

京の会 書道

紫福園げいしゅみの会 翻げい

コ司しさわらぴ コーラス

紫福音楽同こう会 カラォヶ

紫福カラオケぶよう同こう会 カラオケ・ぶよう

半田カラオケ同こう会 カラォヶ

ｒストリート 膏畠

紫福ハープ会 大正ごと

たんぽぽの会 そう作

あみ物教室（ｔへアの会） あみ物

栗原よろす会 和紙工げい

しび会 手げい

ボプリの会 手げい

おしゃれの会 そう作

コーヒーたいむの会 そう作

る一らるポテト そう作

手話のグＪレーフ 手話

大板山たたら太こ同こう会 そう作和太こ

糸のみち フランスＩＵしゅう

あいあいクラブ あいぞめ

利用している人の話………

グループ名 活動内容
葡｜けツカースポーツ少年団 サッカー

紫福サッカースポーツ少年団 サッカー

揺川バレーボールスポーツ少年団 バレーポール

紫榴バレーポールスポーツ少年団バレーポール

掴栄杓じゅう道スポーツ少年団 じゅう遊

福栄村け毎道スポーツ少年団 けん迦

福栄クラブ なん式野球

紫福スポーツグラフ バドミントン・バレー

福栄村ソフトボづレさよう会 ソフトポール

福栄レディース ソフトボール

こう球クラブ ソフトポール

紫裾サンソース ソフトポール

福栄ゴルフクラブ ゴルフ

福栄村つなｇｌき向こう会 つな引き

福川クラブ バレーポール

紫福クラブ バレーボール

，福川インディアカクラブ インディフ力

紫福インディアカ四こう会 ィンディフフカ

たつ球クラブ さつ球

紫福ゲートポールクラブ ゲートボール

福川ゲートボールあいこう会 ゲートボール

半田ゲートボールクラブ　ゲートボール

福栄村ぶ道しんこう会 じゅう道・けん道

バドミントンクラブ バドミントン

ソフトパレーボー几祠こう会 ソフトバレーボール

サークルしようかい

　　　　　●村のスポーツのグループ●村のしゅみのグループ

りょうり料理教室

７

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

４
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
０
ｆ

　公民館のおかげで、いろいろ

な活動を行うことができます。



おし花はがきづくり　　陶芸教室

見学メモ

Ｏ



どんな人が、

３　村のいろいろなしせつ

　村内には、いろいろなしせつがあります。

　　　　　　　　りょうどんなことで利用しているのでしょう。

そんみんたい・．ｌ；か人

村民体育館

福川しんりょう所

Ｏ

村民グランド

紫福しんりょう所

　　　ィβ｀－・ヽ・　…

……

　ｙつ／゛゛Ａ“二　Ｔ二

Ｉ　ＦＥ？　り　ブレＩＦ才ず回．

保健センター



⑤　

福栄村には、このほかには、どんなしせつがあるか調べ

　　　　てみましょう。

　虹

。

＠





　り　　．・ｙ・・，ｆ，

花き団地

福栄中学校福栄村役場

鎌浦のあたり

＠

木材市場
”　Ｗ■、リ・．．フ
鉄工団地



”＝’

（２）紫福小学校のまわり

＠

ＩＩ。Ｉ・。



紫福保育園

ちゅうざい所 百円市場

＠

ガソリンスタンド　　　　　ｊＪぷ　　　｜．１１ＪＡ阿武紫福支所



　村の田や畑はどんなようすでしょう。

福川地区

２　村全体のようす

ぐ

なす

白菜 ＠

米

花



かき

（２）紫福地区

メロン

娃●

ぶどう たばこ



えびね

ｊ　　ｊ■７

神楽

－一一

（３）ガイドマツフづくり

　　　福栄村は、どんな村でしょうか。

竹

萩焼

＠

ダム

しょうゆ工場



カノドマップを作ろ側，





バ！０００００１０００００１０００００１０００００１

イ‾‾ｔ‾‾ｉ‾！‾‾｀ｉ

／・　１０００００１０００００　０００００１０００００１
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／は）

ｊ
Ｏ・○○○０

１
０００００

１
０００００

＿＿Ｌ二二二二二二二」二二二ご

１週間の買い物調べ

＼ 近くの商店
自動車で

売りにくる店

ショッピングセンター

やスーパーマーケット
商店街

／（日） ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

／（月） ○○○○○ ○○○○○ ○○○ＯＯ ○○○○○

／㈲ ○○○ＯＯ ＯＯＯＯＯ ○○○○○ ⌒⌒⌒⌒⌒心ＩＵＵＵづ

／團 ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○

／附 ○○○○○ ○○○○○ ○○○ＯＯ ＯＯＯＯＯ

●食べ物，飲み物

●着る物，はく物

●日用品

●文房具，本

●家具，電気幽具

●そのほか

ｅ

ＯＯＯＯＯｉ

。・。・，－ヽ－・－●・－●，‥●
１

１
に



ｎ
／
」 近くの店

　　　　ＪＡ店内

近くにある商店調べ

＠

地区名 商店名　　　　　　　　売っている品物の種類



毎年行われる『ふるさとまつり』や、平わらび台で行われる『わらびつみ

ツアー』・ｒいもほりツアー』や１２月のＦシクラメンフェア』などに参加し

て、村にたくさんの人が来てくれるようにがんばっています。また、パソ

コンの勉強会をしたり、奉仕活動なども行っています。

　　　　　ぷふ１　１●ｒ゛・″’　　　二

しギタ・気

先Ｊ

　　　　　　商工会のおじさんの話

　福栄村内には、２３の商店のほかに多くの嘔業所が

あります。この人たちを中心に福栄村商工会をつく

っています。

　商工会では、村の新しい特産品づくりをしたり、
コｉ⊃

ふるさとまつり

＠

．’．’、・：・．・．・　　　　ｌ

ｌｉ：

わらびつみツアー
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ノース

日用品 薬

＠

食料品 衣料品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　りよう　スーパーマーケットが、よく利用されているのはどう

してでしょう。



　スーパーマーケットでは、品物がよく売れるように、

どんな工夫をしているでしょう。

Ｑ
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もらえるように、

　　与ｊ　＿　　　．
て、得点によって値引きをしてい

ます。

　また、安心して買い物をしても

らうために、鮮度のよい物を安く

売るようにしたり、選びやすいよ

　　　　　りょううに商品の量を１～３人用のパッ

クづめにしたりして工夫していま

す。

カードを発行し

……＝…………・－＝・－・店長さんの話

６
　
１
　
４
Ｓ
Ｓ
～
５ お客さんに喜んで買い物をして

－
χ
Ｉ
Ｉ
ａ
ｉ
Ｑ
ｙ
ｒ
λ
４
？
寡
や
Ｓ
‐
ｔ

－づくりに取り組んできました。ここに来れば、何でもそろうよ

うにしています。

＠

数年前から、ほかのお店と協力して、総介ショッピングセンタ　ｉ

このほかに、近くでとれる野菜

や魚、近くでつくられるかまぼこ

やとうふなど地元のおいしい物も

買ってもらうようにしています。

ポイントカード



田町商店街

４ 萩市の商店街

○

　田町商店街しんこう組合では、お客さんをたくさんよ

　　　　　　　　　　くふうぶために、どんな工夫をしているでしょう。



恥ぺ７零－！爾ｉ
Ｊｊ箭謬■

昼

－

　’　　　　　　ノ
ふーバ
　スタンプ

　
Ｓ
Ｘ
Ｓ
ｇ
ｉ
Ｓ
ｓ
４
４
８
４
　
Ｓ
ｓ
ｒ

　田町商店街しんこう組介は、お

よそ７０けんの商店でつくっていま

す。組合では、たくさんのお客さ

んに米てもらうために、大売り出

しの係やスタンプの係やアーケー

ドの係などをつくっています。

　大売り出しは、七夕まつり、土

曜夜市、いしん文化祭など、年に

７回ぐらい行っています。その時

には、アーケードにかざりつけを

したり、いろいろなもよおしをし

たり、サービスけんのスタンプを

たくさん出したりして、お客さん

に楽しみながら買い物をしてもら

うようにしています。広告は、萩
　　　　　　　。－　　　　－　　。

田町商店街しんこう組合のおじさんの話

Ｉ
器
裂
地
戴
剔
。
｛

　　　　　　　　　　　　　　しゅうへん　　あ　ぷ市だけでなく、周辺の阿武町、む
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つみ村、福栄村、川上村、旭村、

三隅町、そして、となりの長門市の方まで、およそ３２，０００まいを

配っています。

　また、ほとんどの人が乗り物で買い物に来ます。組合では、商

店街のちゅう車場をつくって、無料ちゅう車けんのサービスも行
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品物が生まれたところ
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＠

ｎ
Ｅ
ｉ
ｊ
ｔ

いろいろな産地の品物

Ｊ｀

酋
竹

　店で売られている品物は、どこでつくられ、どうやっ

て運ばれてくるのでしょう。

買い物の工夫

　買い物をするときに気をつけていることは、どんなこ

とでしょう。



ぶどう

米 たばこ

メロン

なすび キャベツ

　　＠

しいたけ
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０

　　　　　　　　せいさんがく
農産物の生産額

（平成９年度）　（円）
５，０００万

た
ば
こ

　福栄村で、米や白菜がたくさんできるのはなぜか調べてみ

ましょう。

ｅ

自？
射

し
い
た
け

ぶ
ど
う

メ
ロ
ン

な
す
キ
ャ
ベ
ツ

米



なえづくりもみまき

’そ卜ｔ７・

Ｚ

１

，

（１）米をつくる

　　　　　くふうどんな工夫をしている　おいしいお米をつくるために、

のでしょう。

／”Ｊｆ●寸Ｉ●
　●

｝がａ　　　　かんり
水の管理

ｅ

‾～・．，

－■　㎜Ｊ

田植えしろかき

二・Ｊｉ

　　心・・



①　肥料をやり、土づくりをし、健康な根をつくる。

②　種の消毒を行い、健まななえづくりをする。

ちょうどよい肥料と水をやり、たおれないいねをつくる。

一本のほの９０％が黄色になったらかりとる。

水分Ｔ吠１４～１５％くらいまでかんそうする。

もみすり（ライスセンター）

　　農家のおじさんの話

おいしいお米をつくるために

など、食べる人々に喜んでもらえるように努力しています。

心

③

④
⑤



５月

４月

７月

６月

３月

月

米づくりのこよみ

作　業主　な

１月

ｅ

２月

１２月

９月

８月

１１月

１０月



　　　　　　　くふうどんな工夫をして

（２）白菜をつくる

　たくさんの白菜をつくるために、

いるのでしょう。

○

しゅうかく



・－加●ｌ≒　，

匹

農家のおじさんの話・

畑にたくさんの堆肥

や肥料をあげて、大切に育てます。白菜を植える前

に、畑一而に「シルバーマルチ」というビニールを

貼ります。これは、白菜に虫が来て葉を食べないよ

おいしい白菜を育てるには、

きれいな白菜ができます。

うにするためです。後は、毎日観察して、必要な時に消毒すると、秋には

白菜づくりのこよみ

　　　お　も　な　作
月

業

・種まき

１

１

１

１

４

－

５

－

６

四

７

Ｐ●

８

＊畑づくり

「
　
一

１

－

２

－

３

月

四月

＊土づくり
ｅ
　
ｓ

・植えつけ

・種まき

・植えつけ

コ
＊土づくり

そのほかの農産物についても調べてみましょう。

　●　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　－ｒ　。’．Ｉ　　　　　　　●Ｉ．ｌ，・　。’・・べ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠

＊畑づくり

コ

月

－１

月

四

月
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　コ

・しゅうかく

＊消毒
－
１
‐
‐
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村の工場でつくつている物
り
／
」

福栄村には、どこ にどんな工場があるのでしょう。

①
〇

萩・

＠

川上へ　山口県須佐線Ｃ県道ＪＯ号）

ｋ°χ

　１

，－．ノ

阿
武
町

み
村

む
つ



①　農家で摘果したメロンを半分に切り、種をのぞきます。それ

を塩づけし、

　　　↓

工場では、どんな物をつくっているのでしょう。

（１）農産物を加工する工場（メロンのかすづけ）

＊　３ヵ月～１年後　Ｓ．

　に取り出し、もう

　一度かすづけする。

｜

　　　　４　　　１

④　１ヵ月くらい後　｜

　に取り出すとでき　｜

　１こがります。　　　　

ｉ

＠

５日～７日おきます。

②　取り出したメロ

　ンの水気を取り、

　外で半日ほど日に

　ほしてかわかしま

　す。

　　　　↓

③　かわいたメロン

　は一つずっていね

　いにかすづけして

　いきます。



（２）そのほかの工場

　かりい化成工場

二》　　　工場の人の話

　工場では、村の農産物を使って、つけもの、み

そ、ジャムなどを作っています。すべて手作りな

ので、作るたびに昧が変わらないように、塩やさ

とうの量に気をつけています。また、材料がしゅ

うかくされる時期や天候によって加工する目を決

めています。

しょうゆ工場

竹工場

Ｑ

かじや

　り　　ｔ。’・

焼き物





堀越分校あと地
横貝分校あと地

②蜘小学校のう郊ヵ｀胎

前の紫福小学校

戸゛‾゛゛９¬　－
ｔ　　　廃校の碑・記

§ｊ⊆：ｊ二〕

一一

ｅ

長尾分校あと地

今の紫福小学校
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　▲長沢山
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　黒　川

庄屋川

長尾分校
　　文

福賀へ

奈古へ

高佐下阿武線
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武
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川上へ　山口県須佐線（県道１０号）
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３００

４００

１００

２００

５００

福川小学校、紫福小学校の児童数のうつりかわり

（３）児童数のうつりかわり

圓
紫
福
小
学
校

Ｉ
福
川
小
学
校

（人）

６００

０

グラフを見て気がつくことをまとめてみましようｊ：・

　・■　■■－ｌａ・・．Ｉ・・．　・■■－㎡Ｉ．ｔ．’ｒ’・７　・　Ｉ・・’　・　ｊ　－　．’・－・ｊ‥‥・●：‥～・●●ｙ●ｙヾ●・●ｙ・・：：・：・ｌ・：－．●７ゝゝ●－ｉゝ％’－７：

○

３０　　３５　　４０　　４５　　５０　　５５　　６０

昭
和
５
年

平
成
１
０
年

へ
い
せ
い

平
成
２
年

２０　　２５１０　　１５



昔のつくえ、いす昔の教科書

　昔の学校では、どんな用具を使って勉強していたので

しょう。

大正１４年３月の卒業生

＠

昭和２６年３月の卒業生

　　　昭和７年３月の卒業生

　ふだん着は、自分の家でかた

をつむいで「はた」でぬのをおっ

たものでした。はきものは、げた

やぞうりでした。

　６０年くらい前から、洋服を杵

るようになり、くつやズックを

はくようになりました。



ふく太郎さんの話

　
ガ
ス
や
電
化
製
品
が
な
か
っ
た
こ
ろ

に
は
、
ご
は
ん
を
た
く
の
に
も
ま
き
を

古い道具はどのように使われていたのでしょう。

そのころの人々のくらしはどんなようすだったのでしょう。

・｀Ｉ‥．・．・　Ｉ．　，・．－｀．ｌ・｀．’●●．・．Ｚ・・１　・．’ふ・，へＩ・　・゛“・．‘Ｓ・，－・・’・ｄ・‘．・

　　　　いろり

くらしのうつりかわり

かまど

ｎ
／
」

（１）昔の道具

（１）

か
ま
ど
で
も
や
し
て
た
い
て
い
ま
し
た
。

飲
み
水
は
、
山
水
を
引
く
か
、
井
戸
を

ほ
っ
て
つ
る
べ
で
く
み
あ
げ
て
い
ま
し

た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど
の
家
が
ポ
ン
プ

や
上
水
道
を
使
っ
て
い
ま
す
。
今
の
時

代
は
、
本
当
に
便
利
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。



田
や
畑
は
、
牛
や
馬
に
ま
ぐ
わ
を
引

ふく太郎さんの話

　農家の仕事は、今とくらべてどんなちがいが

あったのでしょう。

か
せ
て
た
が
や
し
、
だ
っ
こ
く
に
は
千

刃
こ
ぎ
や
と
う
み
を
使
い
、
精
米
は
、

だ
い
が
ら
や
水
車
を
使
っ
て
し
ま
し
た
。

物
を
運
ぶ
時
も
、
牛
や
人
の
力
に
た
よ

っ
て
い
た
の
で
、
と
っ
て
も
つ
ら
い
仕

事
で
し
た
。
田
植
え
や
い
ね
か
り
な
ど

は
、
何
け
ん
か
の
農
家
が
協
同
で
し
な

け
れ
ば
、
間
に
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

子
ど
も
か
ら
年
よ
り
ま
で
家
族
み
ん
な

力
し
て
仕
事
を
し
て
い
た
な
あ
。

４Ｘｊ

（２）農家の仕事



　今から１００年く

らい前からいせき

をよくしたり、水

路をつくったり、

田の排水をよくし

たりして、田をよ

くした。

①農業がかわったころ（８０～１００年前）

（３）福栄村の１００年のあゆみ

　福栄村のようすや人びとのくらしのようすは、この１００

年の間にどのようにかわってきたのでしょう。

　
昔
の
田
は
、
た
な

田
で
、
米
作
り
は
手

が
か
か
り
苦
労
が
多

い
仕
事
で
し
た
。
し

か
し
、
農
薬
の
進
歩

や
農
業
機
械
を
使
う

こ
と
で
、
だ
ん
だ
ん

人
出
が
か
か
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

た
な
田
を
広
く
て
形

の
よ
い
田
に
か
え
て

い
き
、
大
き
い
機
械

も
、
今
で
は
使
え
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
ね
。

○

ふく太郎さんの話

　米を作ったあと麦も作るよう

になった。畑に桑を植えて蚕を

かうようになり、山にはすぎ、

ひのきなどを植林し、紫福地区

で自菜が作られるようになった



ふく太郎さんの話

　②電灯がついたころ（６０～８０年前）

　村に初めて電灯がともったのは、今から

およそ８０年前の大正５年のことでした。そ

れまで夜の明かりは、油をつかうあんどん

やカンテラ、ランプだったのです。

　また７０年ぐらい前に、萩まで自動車が通

るようになりました。　しかし、道路もせま

く、でこぼこ道でした。

　
昔
は
、
今
の
よ
う
な
大
き
な

よ
い
道
が
な
く
、
小
さ
く
て
ま

が
り
く
ね
っ
た
道
だ
っ
た
。
バ

ス
も
な
か
っ
た
の
で
、
み
ん
な

歩
い
て
行
き
き
し
て
い
た
ん
だ

よ
。
萩
や
山
口
に
行
く
に
も
、

お
に
ぎ
り
を
も
っ
て
、
わ
ら
じ

や
ぞ
う
り
を
は
い
て
歩
い
た
も

の
さ
。
米
や
木
材
は
、
馬
や
馬

車
で
は
こ
ぼ
れ
て
い
た
ん
だ
よ
。



ければなりませんでした。

　戦争が、はげしくなるにつれ、

村の生活のようすも少しずつかわ

ってきました。

　農家では人出が足らなくなりま

した。日本中の食べ物も少なくな

ってこまるようになり、畑で桑作

りやたばこ作りをやめてさつまい

もやかぽちゃや豆を作りました。

学校の運動場も、いも畑にかわっ

たくらいです。

　③戦争ガはげしかったころ（４０～６０年前）

　昭和１６年（およそ５５年前）、日本はアメリカやイギリスを相手に戦争

を始め、福栄村からもたくさんの人が、兵士として戦場へ出ていかな

ふ＜太郎さんの話

　　村のわかい者は

　戦争に行ってしま

　ったので村には女

　と子どもと年より

ｅ

だけでした。子どもは学校に行

っても農作業ばかりしていまし

た。生活はだんだん苦しくなっ

ていきました。



つて兼業農家がふえました。米作り

も上手になって、米があまる時代に

なりました。

④村にテレビガはいったころ（２０～４０年前）

　｜｜本が、戦争から立ちなおって、

村もしだいに活気をとりもどしてき

ました。自動車もふえ、農業機械も

次々によいものができるようになり

ました。農家の仕事も人きくかわっ

てきました。　人出があまるようにな

コンクリートになったり、集団

電話がついたり、有線放送が始

まったりしました。みんなの生

活がどんどん便利になっていき

ました。

＠

　テレビをみる人がふえてきま

した。このころのテレビはまだ

白黒で小さかったけど、えいぞ

うが見えることがおどろきで

人々のくらしに大きなえいきょ

うをあたえました。
　　　　　　　　　　　　　　　　こうしゃ　　てっきん

このころ、学校の校舎が鉄筋



山ノロダム
の被害は、道路、河川

にそった川ぞいにあり

人雨がふるたびに水害

にあっていました。そ

⑥山ノロダムガできたころ（１０～２０年前）

　昭和５８年　山ノ口ダ

ムが完成しました。

　福栄村は、大井川、

し£うや　　　　あ　ぷ庄屋川、阿武川の上流

村民体育館

ｅ

　げんざいでは、

道の駅とよばれる

　「ハビネスふく

え」も完成し、村

内外の人々がつど

う大切な場所とな

っています。

家、田畑におよび人々は人変こまりました。ダムの完成により、このよ

うな水害が防げるようになりました。

　紫福地区、福川地区のしんりょう所、農業担い手育成センター、老人

福祉センター、村民グランド、村民体育館、紫福小学校尾内運動場、滝

の里キャンプ場、紫福バイパス。これらのしせつが次々につくられ便利

で安心して生活できる村へとかわってきました。



３　村の古いものさがし

も人じ●ぽきりき　しぞう　．ｉ：９こうじ
文殊菩薩騎獅像（仏光寺） 森田家住宅（黒川）

が人ぎょうじたちきやくｌ．｜こよらいぞう　えＪｊさや
願行寺立木薬師如来像（榎屋）

－－－４カ９ａ・〃ゝｗ９．‘．・．‘．・．・．・．・・‘．

大板山たたら製鉄遺跡（小西見）

　　　　　　　　　　のこ　　村に古くから残っているものは、昔のどんなようすを
つた
伝えているのでしょう。

（１）昔のようすを伝えるもの

＠



　　　　　　　　　　ぽさっぞう
とのできる丼肖像

で。最近は釣友４

年に兄ることがで

きました。その仏

光々で４月２５日と

８川２４日に「いし

ょうくらべの紫福

の文殊」とうたに

もある美しく着か

ざっておまいりを

する人でにぎわう

まつりがあります。

　ぷーにうじもんじゅどぅ
　仏光寺文殊堂の

　　　ぽさりき　しぞう文殊苔薩騎獅像は、

２５年に１度兄るこ

（２）昔から続いている行事

　昔から続いている祭りや行事には、どんな言いつたえや

人びとの願いがこめられているのでしょう。

うＪ．のや１し　１．１い
上野山獅子舞

ｅ

つがれ今でもリ：ｊ壮な舞いを兄ることができる。

し人じゅ文殊まつり

　紫福にあるｌｌ野山八幡寓の春と秋のお祭りの

時にけいだいで行われる獅イ・舞いは、江戸時代

に始まったものである。地元の青年たちに受け





（ΞＢＥ》

（１）学校で使われる水

　　　学校の水はどこからきているのでしょう。

○

丑
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福栄村の上水道

水道の水は、どこからきているのでしょう。

（２）村で使われる水

　　”’
痢

　　ｙ

＠

区　　分 旨　尿　ｌｋ　遍

しぶきかんいすいどう紫福簡易水道

箱逗、築匯岫ｈ竟、辰函吊、吊ｉ、ホ６函、誕亀華鼠蹊胤

§ｔ逼、遍苔未、茶Ｆ？ョ吸茶詠、砿鹸箔、冨４、ｇ匯昼ぷ底ｍ

函濁屈

ふくがわかん　い　すいどう福川簡易水道

ごうかき，うぶの・（らみたけおうぎ虞ちとうそうにしそうぬｌまうらえのきやペヮし２おし
堂ヶ迫、生野、桜、金峰、扇町、東宗、西宗、鎌浦、榎屋、別所、押

ぱら　にほだにかみむしろの　しもむＬろの　くろがわよしだ
原、仁保谷、上篇野、下鏡野、黒川、吉田

ふくいかみかんいすいどう
福井上簡易水道 刈蜃、圈４、５１鑓

平わらび簡易水道
つるがたにひらゎらびだいはんだむぎだに
鶴ヶ谷、平蕪台、半田、麦谷

こうさかいんようすいきぷうき●うしせつ
高坂飲用水供給施設 かぶね　こうぎか蕪根、高坂

きゅうすいくいき
給水区域



　２号
團

　１号
ロ

取水ポンプ

（３）簡易水道のしくみ

　　福川簡易水道をみてみましょう。

福川取水場　　－‥

１号ポンプ

＠
浄水場　着水池

　３号
【鑓】

　４号
四



水をきれいにする薬

みんなの家へ

福川配水池　　‥一一

　　　　　　　　　高区配水池

－ －

低区配水池

＠

みんなの家へ

送水ポンプ



５ｙ

　給水タンク

山水を使っ

いがわ

としても利用されています。このように水道は私たちの生活に欠くことの

できないしせつです。げんざい、村が整備中の水道は、いままでの井戸水

などとくらべると、いつでも安全な水を十分な址を配ることができるよう

にしてあります。しかし、そのためには多くの費用がかかっています。み

なさんで水を大切にしていきましょう。

役場の人の話

家畜の飼育などのほか、消火用水水道は、飲用水、農作物のさいぱい、

手おしポンプ井戸
＠

ぽたりしていたと

ころもあったそう

です。

　　。　　　■■㎜－皿”””

昔は

たり井戸水を手お………

しポンプでくみ土



家庭から出るよごれた水（生活排水）は大きく２つにわかれます。

　　（１）台所、風呂、せんたくなどの排水

　　（２）水洗トイレ

二＝ニ；〉

（４）水のゆくえ

わたしたちが使った水は、どこへ行くのでしょう。

し合ってみましょう。

＠

　福栄オ寸では生活排水必血にこ）いて計画的に

耳収ノ組んノでおり川をよごさない努力をしています

川や海をよごさないために、わたしたちができることを話



１週間のごみ
一一

　’Ｓ
　ｔ－

（１）ごみの種類と量

　わたしたちの家から、どんなごみが、どのくら・

出ているか調べてみましょう。

みの種類 ’Ｓｔ．．

●　　　－

み　の　量

べ
‥
〕
　
（
）

火
Ｕ
毀
Ｕ

玖
‥
）
賢
Ｕ

玖
‥
）
　
六
〕

乙

已

ふくろ

ご

　　　　－ごみぶくろに　　　ふくろ

　　　　一一も
や
せ
る
ご
み

一一一一

ご

ＪＳ

昌

ごみぶくろに

∩ド

レス

も
や
せ
な
い
ご
み

し
げ
ん
ご
み

ビン類

＠

一一一

言言

カン類：　　本
　　－

Ｒ
‐
Ｕ

Ｒ
目
‐
）

Ｑ
に
目
Ｕ

９
日
Ｕ



８００ ３０００

３１００

－　・２９００いくゴミ量　６００－

［ｊ　　　　　ｊ

岐ｌｉゴミ１　４００
／

□

１ｉもって

１０００

（ｔ）１４００

一 一 一

集められたごみの量と人こうのうつりかわり（福栄村役場調べ）

□

自家姐ｉｌ量

１２００ ・３２００

Ｈ６ Ｈ８Ｈ７

ごみ収集ぶくろ

Ｈ５ Ｈ９

２００ ２７００

２８００

Ｈ３ Ｈ４

○



ごみ収集日表

ごみ収集車（ダンプカー）

（２）ごみを集める

　　　ごみは、だれが、どのようにして集めているのでしよ≒

ごみ収集車（ハッカー車）

＠

られた日以外の日にごみを出したりということが、蛾近よくあります。そ

れで、始末するのに手間や時間がかかってこまります。ごみを出す人に、

きまりをぜひ守ってもらいたいものです。また、ごみができるだけ少なく

　ごみを集める人の話

　生ごみの水がよくきってなく、水分が多いごみがあったり、

もえるごみの中に、ビンやカンが入っていたり、集積所に決め



　もえるごみは、萩清掃ｌｌ場へ運ば

れます。この清掃工場には萩巾ヒ３

つの町、４つの村のもえるごみも運

ばれます。

　もえ々いごみは、不燃物うめたて

処分場へ運ばれます。

（３）ごみの行き先

○

千枚畑不燃物うめたて処分場



　　　　　くふうんな工夫をしているのでしょう。

中央せいざよ室

清掃工場では、たく

（４）萩清掃工場の見学

さんのごみを処理するために、ど

りなんだろうか。

＠

ごみは、もやせば終わ

灰バンカ

ごみプラットホーム

しようきゃくろ



９μΥ幸９こ２／てー／１４

○

／てー／１４

糾騎（ｌ旱政（Ｚ）９＝□旱￥９⊆・〉ａ（ｚ）ｉとμ狙騒



ごみしゅうしゅう車
：・：

！ｉ：！

（５）萩清掃工場のしくみ

　　　　　くふうどんな工夫を　けむりやにおいを防ぐために、

しているでしょうか。

｛まかり

ご；みおさ場

＠

１
ご；み・プラットホーム



「
Ｏ

いに１’るそうち

有毒がスを

取りのぞζく馮’り

　
１
　
４ｆ
４
５

　 ｊ
ｐ

よごれを

けす

　’・ｌ，’

－

，灰はかため１：うめｒこて地へ

＠

ダ

。とごれｒこ水はしょうきゃく炉の

中ΛふきつけられてＱ・う発させ

られる。
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（６）ごみとかんきょう

な工夫や努　かんきょうを守っていくために、どのよう

力が必要でしょうか。

森林の保朧青成に努め，後世に引き継いで

山口県４０事設冒っ平成６年３月
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行きましよう，
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山口県内の交通事故の件数（山口県けいさつ本部調べ）
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　交通事故を防ぐために、村にはどんなしせつがありど

のような活動が行われているでしょうか。

交通事故現場

　山口県や福栄村では、どのくらい交通事故が起きて・

るのでしょう。
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　学校のまわりの道路には、交通事故を防ぐためにどん

なしせつがつくられているでしょう。

（１）交通事故を防ぐしせつ

＠

学校のまわりにある交通安全しせつ



通信指令課
丿合

’　　１１０番

交通管制センター

事故が起きてから、事故の処理まで

（２）交通事故が起きたら

　　　　交通事故を知らせる目Ｏ番の電話は、どのように伝わっ

　　　ていくのでしょう。また、事故が起きた場所には、どん

　　　な人が来るのでしょう。
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Ｚ
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（３）交通事故を防ぐ工夫や努力

　交通事故を防ぐために、だれが、どんな活動をしてい

るので｀しょう。

警察の人の話
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　交通事故を防ぐために、

パトロールや通学時の交通

指導をしています。

　道路は、みんなが利用す

る大切なところです。その

道路を有効に使うために、

いろいろなルールが決めら

れています。

　みなさんも、そのルール

を守って事故にあわないよ

うに気をつけてください。



萩
交
通
安
全
協
会
　
福
井
・
紫
福
分
会

－

萩
警
察
署

福
川
小
学
校

村
内
の
各
種
団
体

¶ －

”四・ミ’～－・－¬

会　長　

ｌ　

村　長

－一一一一一一一一一一

福栄村交通安全対策協議会

レ≠：‥
－ ¬

じ

ソ

－

り

＠

交
通
安
全
母
の
会

老
人
ク
ラ
ブ

紫
福
小
学
校

福
栄
村
役
場

福
栄
中
学
校

福
井
・
紫
福
ち
ゅ
う
ざ
い
所

福
栄
村
教
育
委
員
会

　
　
　
　
ほ
い
く
え
ん

福
川
保
育
園

紫
福
保
育
園
一

一一一一‥交通安全対策協議会のおじさんの話一一

　この会は、福栄村内の保育園、小学校、中学校、教

育委員会、役場、老人クラブなどが集まって、交通事

故を防ぐために、危険な所を調べたり、安全のための

しせつをつくったりしています。また、学校などでは、

交通当番を決めて、交通指導をしています。
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交通安全のしせつや取り組み

歩道や横断歩道

　　　　じょうほう

道路情報

新入児の交通安全教室

＠

交通安全のよびかけ

交通安全健民運動、婦人会の取り組み



（１）火事を防ぐ

○学校の消防しせつやせつび
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　火事がおきたら、早く見つけた

人が、電話で１１９番を回すと、福栄

村役場の消防本部につながります。

　　　　　　　　　　　　　ぶんだん　役場の消防本部から消防分団に

連絡されます。それと同時に無線

放送を使って村全体に放送されま

す。

　消防団の人たちは、火事の知ら

せを受けるとすぐ、火事の現場へ

かけつけます。

　火事で、やけどやけがをした人

　　　　　　　　　　はぎ　　　しょたちを運ぶために、萩消防署にあ

る救急車が使われます。
四゛，

（２）火事が起きたら

　　　　火事の連絡は、どこへ、どのように伝えられていくの

　　　でしょう。

＠
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ｒ詞雷薯１４．、＿＿●１１９番

（救急車）ゝ、ｌｓＪ

火事が起きたと連絡したら

ｃ！）ｅＧ＠⑤⑥分団

　　女｜生消防尨

　”役場消防本部

　　　　事　　（無線放送）

　　　　事　Ｆ‐顎眼ｒｌ・｜・

福川地区　　紫福地区

　大きい火事が起きた時は、周りの市町村ど協力し合って、

少しでも早く火を消し、被害が小さくなるようにしています。



　　　　　　　　　　だん福栄村消防団……１７７人

３８人

４０人

　　　　　　　　しょうぽうそしき
●福栄村の消防組織

（平成９年度）

目人

２０人

＠

３２人

１５人

１６人



福栄村の消防分団

●消防団の働き

　　　　村には、７つの消防分団があります。消防分団には、

　　　どんなせつびがあり、どんな活動をしているのでしょう。

＠

分団名 せつび 　　　　　　　　　　　　　　分団倉庫の
地　　　　区　　　　　　　　ある場所

第１分団
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　　　　　　｜　　　　　　
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永田沖
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入　屋

　第４分団
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　第５分団

　第８分団

ポンプ車１台

積さい車１台
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　ふだんはちがう仕事をしていますが、防災無線の放送を聞

くと、服そうを整え、急いで現場にかけつけます。

しｌうぽうだ人ちょう消防団長さんの話

＠

消防出ぞめ式

　消防団の主な活動として、消防せつびの点検・整び、各家庭の訪問調

査、防火のよびかけ、消防水利の確認、出ぞめ式への参加などがあります。
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　風水害から人々を守るために、村にはどんなしせつが

あり、どんな活動が行われているのでしょう。
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出動命令
村本部長（村長）
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福栄村の災害

　災害が起こりそうな

時、村には災害対策本

部が設置され、災害に

関する情報を集めた

り、それを村の人に伝

えたりします

　また、災害現場のパ

トロールにも出かけま

す。
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　　　　　　　　　　　　　ぽうさいむせん　福栄村では、昭和５３年に防災無線がつくられました。　これにより、

役場（送信所）から送られる災害のきん急情報や日ごろの生活に必要

なさまざまな情報が、いち早く正確に伝えられるようになりました。

　停電の時にも、自動的に非常電源に切りかわり、きん急の大切な情

報を伝えるのにこまらないようにしています。

福栄村防災無線システム



平成９年　がけくずれ改修工事

山のロダム

風水害を防ぐために

急けいしや地のほうかい防止

福川地区……福川小学校、

　　　　　　福川公民館、

紫福地区……紫福小学校、

福栄中学校

半田公民館

紫福公民館

きん急ひなん場所

　村の取り組み

　平成９年夏、台風によって福栄村は、大きなひ害を受けました。今後

もそのような風水害が起こらないともかぎりません。村では、災害によ

るひ害が少なくなるように次のような取り組みをしています。

　家が集まって建っているあたりの山のしや面が大雨などでくずれな

いようにコンクリートで固めています。また、ため池がこわれないよう

に改修工事を行っています。

Ｑ





　堀越は、戸数約２０戸、農業と林業のさかんな地区です。農業は米づ

くりと野菜づくりがさかんて寸。ここの林業は、山口県内でも有名で、

堀越山一帯の森林は、山口県の模範林となっています。　このように堀

越がゆたかな地区となったかげには、昔から多くの人びとの努力があ

ったからです。

堀越地区の全景

＠

レ人々の願い

　堀越は、小さなわき水の出る池と、小さな川しかありません。人々

は、このわずかな水をたよりに水田を作ってきました。　ところが、日

照りが続くとわき水も少なくなり、小川の水もかれて、田に引く水も

なくな判雨のふるのを待つか、いねのかれるのを待つしか、手のほ

どこしようがないありさまで七た。しかレ田畑を守ってきた人々は、

「田に水を引くよい方法はないものか」といつも考えて苦心していま

した。



お願いを続けました。県庁の係の人も、代表の人々のあまりの熱心さ

に負けて、工事をきょかし、費用をほじょすることをみとめました。

昭和１５年｜月のことでした。

何度も県庁に出向いてはくり返しくり返し事情を話し、計画を説明し、

　ある時、ひとりのお百姓さんが、ひと山こした大井川のほとりの山

林から、たくさんのわき水が出ているのを発見しました。「この山の下

にトンネルをほって、この水を里の方に引くことができたら一。」と、

考えました。里にもどってみんなと相談して、村役場をたずね、村長

さんにお願いしました。岩武村長は、村の農業用水のことに大変力を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そくりょう入れられた方でしたから、さっそく県に願いでて、測量してもらいま

した。その結果、水の取り入れ口から出口までの高さもちょうどよく、

堀越山の下、２８５間（５１３ｍ）のトンネルをほれば、大井川の水を引き入

れられることがはっきりしました。

　堀越の人々は大喜びで、さっそくこの工事を進めるための組合をつ

くり、岩武村長を会長におし、力を合わせてやりぬくことをちかい合

いました。

　　　　　　　　　　　　けんちょう　組合の代表の人々は、県庁に出向き、エ事のきょかを求めました。

しかし、県は、かんたんにみとめてくれませんでした。代表の人々は、

○工事の苦労

　昭和１５年５月、いよいよ工事が開始されました。工事は農家の人と

んな苦労でした。土のよいところもあれば大きな岩ばんのところもあ

りました。ｌｍほるのに何日も何日もかかるところや、ダイナマイトを

使ってもびくともしないところもありました。今のような機械のない

ころのこどですから「のみ」と「かなづち」、「つるはし」などかほる

道具の主なもので、ほられた土や石は、「もっこ」や‾トロッコ」で運

び出されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　嘔・

しかし、トンネルをほるのはたいへ
せんもん　　　　　きょう
専門の人が協力して行いました。



　そのうち、昭和１６年１２月、太平洋戦争が始まりました。戦争のため、

物価はどんどん上がり、工費は予定の二倍三倍と上がって行きました。

物の不足はひどいものでした。あかりに使うアセチレンガスも、のみ・

かなづちも、かやくも、食べ物も……。自由に買える物は何ひとつあ

りません。配給制度になったのです。人手も不足してきました。働き

ざかりの男の人は、戦争に行かなくてはなりません。工事の世話をし

ていた主だった人も次々と戦争に出ていきました。それでも人びとは、

ひるみませんでした。

　初めは、取り入れ口の方から仕事を進めていましたが、仕事の見通

しが立ってからは、出口の方からもほり進め、昼も夜もなく仕事は続

けられました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんつう　こうして、昭和１９年９月、ついにトンネルの貫通をみたのです。最

初心配していたくいちがいも、わずか２尺（６０ｃｍ）たらずで、見事に

つなぐこどができたのです。

○トンネルガできてから

　４年４ヵ月の年月をかけ、大変な苦労をして完成したトンネルに水

を通す日がきました。大井川の水はトンネルを通りぬけ、いきおいよ

く流れ出ました。　トンネルの出口で見守っていた人々はおどり上がっ

て喜びました。だれかが、思わず、「命の水じゃ」とさけびました。「命

水」「命水」という声がみんなの中に、輪のように広がっていきまし

た。

＠



　　　　　　　　　　＆ｊ’　‘　ｆゝ　　　　　　　　　　ごＳＪ応、⊃トンネル工事の記念碑

　今、堀越のバス停留所の近くには、この工事を記念する石碑が建て

られています。

　記念碑には、工事の様子や苦労のあとといっしょに、

　　　　　　　「いわがねも　山をも貫きし真心を

　　　　　　　　と　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に、う　　　　　　　　永久につたえん　堀越の里」酔雨

という歌がきざまれています。

この記念碑は、いつまて几堀越の里を見守っています。

　このトンネルのおかけで、今まで水に困っていた田んぼには、なみ

なみと水が注がれるようになりました。周りのあれ地や畑もかいこん

されて、新しく田んぼ｀に生まれ変わりました。

ｅ

トンネル工事記念碑



（２）その他の新しく開発されたところ

○





　村をもっと発展させるために、今でもいろいろなことが行われてい

ます。

　　　　地域の人々は、どんな村にしたいという願いをもって

　　　いるのでしょう。

　　　　自分たちの身のまわりで進められている、新しい村づ

　　　くりのようすを調べてみましょう。

り
／
」 新しい村づくり

（１）うるおいのある村づくり

○

ふくふくトンネル

ホームヘルプ事業



生涯学習のっとい

（２）心ゆたかな村づくり

・・Ｓ　　　　　　　　　－　・　゛．’　　４●●　ｐ－－　●　　　　　　　　　　　　－－
人権教育推進大会

寒げいこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英会話教室

　　　　　　　　　　　　　＠

たたら製鉄いせき　　　　　　　　　　　　　　　　　たたらだいこ



新しい農業の取り組み

林業の取り組み

（３）活力のある村づくり

林道開発

住宅団地

四

シクラメンフェア

鉄工団地



ハピネスふくえ
１　●・曳　’。、、えぺ

紫福園（運動会）

（４）ふれあいのある村づくり

ふるさと福栄ツアー

　福栄村に育つみなさんが、このめぐまれた自然の中で、たくさんのこ

とを経験して、心身ともにすこやかに成長してくれることを願っていま

す。

　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ

村長さんのお話　　さんしすぃめい
　福栄村は、古くから山紫水明の自然の中で、豊かなくら

しと平和な地域社会をもとめて、努力を重ねてきました。

　そして、今も、うるおいのある環境づくり、心豊かな人

づくり、活力ある産業づくり、ふれあいのある村づくりを

柱にして、より住みよい村づくりをめざしています。

村民運動会



１９１８年

１９２３年

７年

１２年

１８９５年

１９０１年

１９１５年

１９１６年

ぢか
地下たび・ゴムぞうり・ゴムぐつをはくようになっ

た。

福川・紫福に散宿所ができた。

た。

ちょうもんきょう長門峡発電所ができた。

８０年前

７５年前

１０３年前

９７年前

８３年前

８２年前

　　　　　　　　　　　主なできごと

　　　　　　　　じてんしゃ　　　　　　　　　　　　しんぷん村ではじめて自転車にのる人がいた。新聞を見る人

もいた。

しぶき　　　ゃくぱ　　いち　　　はた紫福村の役場が市から畑へうつった。

　　　のうかい　　　　　　　　　　　　　　　　　のうかい紫福農会ができた。　２年後に福川農会もできた。

紫福と大井の間に道路ができた。

　　　　はっ　しょ　　　　　　　　とう大井川発電所ができ、電灯がつけられるようになっ

た。

はぎ　　みたにかん　のりあい萩・三谷間の乗合バスが福川村を通るようになった。

　　　　　　　　　　　　あいだ萩・大井・紫福畑の間を乗合バスが通るようになつ

せいれき
西暦

　　ごう

年号

　　２８年

　　３４年

たいしょう
大正４年

　　　５年

１０６年前リ８９２年

年前

７０年前

６９年前

６７年前

６３年前

５７年前

５５年前

女性が、かんたん服を着はじめた。

　　　　　　　　じかよう　どぅ　　　の村ではじめて自家用自動車に乗る人がいた。

紫福郵便局で電信電話の仕事をはじめた。

　　しんりんぐみあい紫福森林組合ができた。

福川の県道が改しゅうされた。

福川森林組合ができた。

なった

○

１９２８年

１９２９年

１９３１年

１９３５年

１９４１年

１９４３年

３年

４年

６年

１０年

１６年

１８年

村ではじめてラジオが聞けた。

　　　　　　　　　ぜん電灯がほとんど全村につくよう

しんぶん　とりつぎてん
新聞の取次店ができ、だんだん新聞を見る人が多く

なった。

　　　ゆうびんさよく　　　しん　　わ福井郵便局で電信電話の仕事をはじめた。

　　　　　　じどぅ　がくせいふく小学校の児童が学生服を着るようになった。

７２年前　１９２６年 １５年

１９２６年

１９２７年

７２年前

７１年前

しょうわがん昭和元年

　　　２年



１９５５年

１９５８年

福川村と紫福村を合わせて福栄村どなった。

福川中学校の屋内運動場ができた。

テレビを見る人がふえてきた。

　　　　　　せんごさいだい　　　　　き　ぽ福川小学校戦後最大の学校規模となった。

　（４９９人、目学級）

１９５０年

４３年前

４０年前

３０年

３３年

３９年前　１９５９年

３７年前

た。

　　　　しょうこうかい福栄村商工会ができた。

　ゆき　　ふ　　　　　　　　　　　ぃじょうっ大雪が降って｜メートル以上積もった。

しょうぽうだん
消防団に消防自動車がそなえられた。

　　　　　　　　　てっきん　　　　　　　　　こうしゃ紫福小学校の鉄筋コンクリート校舎ができた。

こくみんけんこうほけん　　　いりょうひ　　　わりさゆうふ国民健康保険で、医療費の７割給付がはじまった。

３７年

３８年

３４年

３６年　萩市小畑から出火して黒川・吉田方面までひろがっ１９６１年

年前

－

５３年前

５２年前

５１年前

５０年前

紫福に診療所ができた。

ふじんかい　　　　　　　　　かっどぅ婦人会がつくられ、活動をはしめた。

中学校ができた。

１９４５年１昭和２０年

　　ごう
年号

曾いれ魯
西暦

主なできごと

１９４６年

１９４７年

１９４８年

できた。

たいふう　　　　　　　　　　ひが、・　　　　　はんだち　く　　　とく台風により大きな被害をうけ、半田地区では特にひ

どかった。

４８年前 ２５年

２１年

２２年

２３年 農業協同組合ができた。奈・
　ご　　　　　　　　　ぷんこう古高等学校紫福分校が

４４年

４５年 集団電話と有線放送がはじまった。

ライスセンターが福川にできた。

阿武川ダムの工事がはしまった。４７年

奈古高等学校紫福分校がなくなった。

森林組合が合併して福栄村森林組合となった。１９６９年

１９７０年

２９年前

２８年前

２６年前

１９７４年２４年前

○

１９７２年

福栄村コミュニティセンターができた。

ひらわらぴだい　のうちかいはっ平蕨台の農地開発事業ができあがった。４９年

３４年前

３３年前

３９年

４Ｏ剛

３６年前

３５年前

１９６２年

１９６３年

１９６４年

１９６５年

福川農協が新築された。

保育園がはじまった。

ちせきちょうさ地籍調査がはじまった。１９６８年｜

はがのだい　のうぎょうかいぜんじぎょう羽賀台で農業改善事業がはしまった。１９６９年

３１年前

３０年前

２９年前

１９６７年 ４２年

４３年

４４年



１５年前 ５８年

１７年前ｉ　１９８１年

１６年前　１９８２年 村民体育館ができた。

紫福診療所が新築移転した。

紫福小学校屋内運動場ができた。

山のロダムができた。

県森林組合共販所が福井にできた

たき滝の里キャンプ場ができた。

１９８３年

　　５９年

　　６３年

へいせい平成元年 特別養護老人ホーム「紫福園」ができた。

農業基盤整備パイロット事業が終わった。

紫福保育園が改築された。

　　　　　　　せいてっいせきはっくっちょうさ大板山たたら製鉄遺跡発掘調査がはしまった。

保健センター「すくす仁；。くえ」ができた。

　「ふくふくトンネル」ができた。

県道「山口福栄須佐線」押原バイパスができる。

　「美乃越トンネル」ができた。

大板山たたら製鉄遺跡保存整備完了する。

福川中学校・紫福中学校を閉校し、福栄中学校がで

きる。

「ハピネスふくえ」がて’きる。

１９８４年

１９８８年

１９８９年

１４年前

１０年前

９年前

　　ごう
年号

－
・ せいれさ
西暦

主なできごと年前

－

２３年前

２２年前

２１年前

２０年前

１９年前

１８年前

１９７５年

１９７６年

１９７７年

１９７８年

１９７９年

１９８０年

５６年

５７年

福川診療所が新築移転した。

　　　きぱんそうごうせいぴ　　　　　　　　じぎょう農村基盤総合整備パイロット事業がはじまった。

ライスセンターが紫福にできた。

ひせん　　　　かいりょう無線放送に改良された。

福栄村農業担い手育成センターが紫福にできた。

紫福バイパスができた。

福栄村老人福祉センターが紫福にできた。

福川小学校が改築移転した。村民グランドができた。

５０年

５１年

５２年

５３年

５４年

５５年

８年前　１９９０年

１９９７年

　　　　　　　　　　こうしゃ　だいき　ぽかいし●う紫福小学校校舎内大規模改修工事があった。

９年１年前

１９９８年

二ご二鸞二頑回ヤ
○

１０年 福栄村農業担い手育成センターの改装工事があった。

７年前

６年前

５年

６年

７年

８年

２年

３年

４年

１９９１年

１９９２年

５年前

４年前

２年前 １９９６年

１９９３年

１９９４年

３年前　１９９５年



・４年生の社会科の学習でわたした

　　　　　　　　　　　　　　しぐと　　　す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しごと
ちの住んでいる福栄村の土地のようす、人々の仕事

やくらしなどについて、調べることが中心になって

います。

　そして、これから住みよい豊かな福栄村にするに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べんきょう

は、どうしたらよいか考えていくことも大切な勉強

です。

　　　　　　　　　　　。ふミ。　－　　　　　　・　－　ｉ－

　　　　　　　がくしゅう　やく　だこうした学習に役立ててもらうために、

この本は、３

¬

あとがき－

　そこで、

しゃし．ん

謝し、お礼を申しあげます ○

○

四
導
沁

写真やさし絵、グラフなどの資料をたくさんとりい

れ、副読本「わたしたちのふるさとふくえ」を新し

く作りかえました。

　みなさんは、福栄村の人々のくらしや住みよい村

　　　　　　　　　　どりょくにするための人々の努力をくわしく調べて考えてく

ださい。

　そして、これからの福栄村がどのようにのびてゆ

くのかを知り、また、そのためにつくすことのでき

る人になることを願っています。

　この副読本をつくるために、多くの方々のあたた
　　　　　　　　　　し

かいご指

　きょうりょく　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふか　　かん

、ご協力をいただきましたことに深く感

　も、う　　　　　　　　　．
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夫

福栄村教育委員会

福栄村文化財調査委員会

福栄村教育委員会 木鈴 和

さと　ふくえ」福栄村小学校社会科副読本「わたしたちのふる

　　　　　　　　　　　監修者・編集委員

監　修　者 教育長

委　員

事務局長

尚
　
夫

　
　
英

山杉
　
岡

　　福栄村小学校社会科副読本
わたしたちのふるさと　ふくえ

前編集委員

平成１１年４月１ロ発行

福栄村小学校社会科副読本編集委員会

福栄村教育委員会

大村印刷株式会社

編集者

発行者

印刷所

長

頭

頭

諭

諭

諭

諭

頭

諭

校

教

教

教

教

教

教

教

教

瀬畑知道

三島敬史

岩本偉久

久本純子

田中泰博

村岡由美枝

小Ｅ日宏明

津田　章

田原俊子

編集委員 福川小学校

福川小学校

紫福小学校

紫福小学校

紫福小学校

福川小学校

福川小学校

前福川小学校

前福川小学校
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